
日
南
町
に
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

　

農
業
研
修
生
一
期
生
と
し
て
日
南
に

来
て
十
年
目
に
な
る
け
ど
、
そ
の
前
二

年
間
は
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
と
言
う

制
度
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
り
、
農

作
業
の
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
に
帰
り
仕
事
探
し
を
し
て
い
た

ら
、「
研
修
生
募
集
」
の
広
告
を
リ
ク
ナ

ビ
ネ
ク
ス
ト
の
サ
イ
ト
で
発
見
。
時
間

も
作
業
も
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
で
き

る
農
業
に
は
関
心
を
持
っ
て
い
た
し
、

体
力
に
は
自
信
も
あ
っ
た
。
何
よ
り
独

立
就
農
の
独
立
と
言
う
言
葉
に
心
が
大

き
く
動
か
さ
れ
、
試
験
を
受
け
た
ら
受

か
っ
た
の
で
来
た
と
い
う
感
じ
。

ト
マ
ト
就
農
を
選
択
さ
れ
た
の
は

　

研
修
の
中
で
一
人
で
や
る
に
は
収
入

が
安
定
し
て
見
込
め
る
ト
マ
ト
が
い
い

か
な
と
、
ト
マ
ト
は
葉
物
栽
培
と
違
っ

て
育
て
な
が
ら
収
穫
、
世
話
を
し
な
が

ら
収
穫
と
世
話
を
し
て
る
感
が
楽
し
い
。

　

当
初
、
桃
太
郎
を
反
収
８
ｔ
取
っ
た

ら
周
り
の
農
家
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
数

字
だ
っ
た
の
で
そ
こ
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

お
蔭
で
二
年
目
に
ギ
リ
ギ
リ
８
ｔ
を

ク
リ
ア
し
、
五
年
目
か
ら
品
種
を
リ
ン

カ
に
変
更
し
て
２
〜
３
割
の
増
収
に
な

り
ま
し
た
。

　

最
近
休
み
が
欲
し
い
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
か
と
言
っ
て
丸
々
休

む
と
時
間
を
損
し
た
気
分
に
な
り
何
か

無
理
矢
理
に
で
も
し
て
し
ま
う
。

農
業
の
魅
力
を
感
じ
る
事
は

　

長
期
の
休
み
が
取
れ
る
の
は
農
業
の

魅
力
か
な
。
11
月
に
は
長
期
の
休
み
が

取
れ
る
の
で
こ
の
三
年
は
台
湾
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
海
外
旅

行
に
で
か
け
て
い
ま
す
。
一
年
に
一
回

は
海
外
に
行
か
な
い
と
損
し
た
気
分
に

さ
せ
ら
れ
る
。
今
年
は
フ
ァ
ー
ム
イ
ン

グ
の
友
達
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
行
き
の

切
符
を
手
配
済
み
で
す
。

　

英
語
は
話
せ
な
く
て
も
旅
行
は
何
と

か
で
き
る
け
ど
、
そ
れ
で
も
せ
め
て
英

単
語
位
は
と
思
い
英
語
の
勉
強
を
し
た

い
と
考
え
て
ま
す
。

研
修
生
の
先
輩
と
し
て
何
か

　

冬
の
仕
事
が
一
番
か
な
。
自
分
は
除

雪
の
仕
事
が
あ
る
け
ど
、
夏
と
冬
の
仕

事
が
あ
れ
ば
こ
こ
に
住
み
た
い
人
は
増

え
る
気
が
し
ま
す
、
研
修
中
の
人
も
そ

こ
が
一
番
不
安
で
は
。

　

研
修
中
も
給
料
を
貰
い
、
就
農
時
の

設
備
に
も
補
助
金
を
貰
い
、
そ
の
上
に

就
農
し
た
ら
百
五
十
万
円
貰
え
る
。
そ

の
分
頑
張
る
の
が
義
務
と
思
う
。

今
後
は

　

実
家
の
母
親
に
も
こ
っ
ち
に
来
な
い

か
と
言
っ
て
は
い
る
け
ど
、
七
年
前
に

一
度
来
た
だ
け
で
曖
昧
な
返
事
で
ご
ま

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
と
し
て
は
母
を
呼
び
寄
せ
、
日

南
町
で
骨
を
埋
め
る
覚
悟
で
頑
張
り
た

い
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　

惠
比
奈
礼
子

　
　
　

副
委
員
長　

足
羽　
　

覚

　
　
　

委　
　

員　

近
藤　

仁
志

　
　
　
　

 

〃　
　

  

大
西　
　

保

　
　
　
　

 

〃　
　

  

古
都　

勝
人

　
　
　
　

 

〃　
　

  

福
田　
　

稔

　

今
年
も
年
明
け
か
ら
異
常
気
象
に

よ
り
大
雪
、地
震
、台
風
、そ
し
て
連
日

の
猛
暑
が
続
き
、「
災
害
は
忘
れ
た
頃

に
や
っ
て
来
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、今
年
は「
災
害
は
休
む
間
も
な

く
や
っ
て
来
る
」に
変
更
で
す
。

　
「
秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
」と
か
、

日
の
暮
れ
る
の
が
早
く
な
り
ま
し
た
。

残
す
所
今
年
も
2
ヶ
月
余
、来
年
4

月
に
は
知
事
、県
議
会
、町
議
会
い
わ

ゆ
る
統
一
地
方
選
挙
の
年
、続
き
に
参

議
院
選
挙
と
な
り
こ
の
年
末
年
始
は

各
地
で
議
員
選
挙
の
話
題
で
賑
や
か

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
、高
齢
化
率
50
・

２
％
、交
通
対
策
、買
い
物
難
民
等
問

題
山
積
だ
と
思
い
ま
す
。議
員
本
来
の

町
民
と
膝
を
交
え
て
議
論
し
た
り
、よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
す

る
事
で
よ
り
良
い
町
に
し
て
い
け
た
ら

と
思
う
こ
の
頃
・・・で
す
。

福
田　

記

福岡県
(広川町)
福岡県
(広川町)

日南日南

おもな内容おもな内容
使い道を徹底検証（29年度決算）・・・・・
町政のここが聞きたい（４人が登壇）・・・
鳥銀生山支店存続を要望・・・・・・・・・・・・・・・
どっこい、この町に生きる・・・・・・・・・・・・・・・・・・

使い道を徹底検証（29年度決算）・・・・・
町政のここが聞きたい（４人が登壇）・・・
鳥銀生山支店存続を要望・・・・・・・・・・・・・・・
どっこい、この町に生きる・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4
14
20
24

4
14
20
24
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馬
場
　
弘
政
さ
ん
（
茶
屋
）

ひ
ろ
ま
さ

独
立
の
言
葉
に
惹
か
れ
、

　
　
　
日
南
町
で
ト
マ
ト
就
農
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日南小学校5年生の米作り体験
9月28日

日南小学校5年生の米作り体験
9月28日
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日
南
町
立
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

日
南
町
立
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の

設
置
及
び
管
理

問　

定
め
て
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ー

演
習
林
は
日
南
環
境
林
全
て
か
。

答
　
日
南
環
境
林
全
て
が
演
習

林
に
な
る
。

問　

ア
カ
デ
ミ
ー
の
施
設
に
演

習
林
を
上
げ
な
く
て
も
良
い
の

で
は
。

答
　
日
本
一の
演
習
林（
6
6
8

ha
）を
有
し
て
い
る
と
P
R
も

兼
ね
た
い
。

問　

日
南
町
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
は
業
務
委
託
な
の
か
、
指

定
管
理
な
の
か
。

答
　
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
で
自
主
的
に
使
っ
て
欲
し

い
。
演
習
林
は
日
南
町
の
町
有

林
な
り
環
境
林
に
な
る
た
め
、

申
請
を
し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
。

日
南
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
個
人
町
県
民
税
の
税
額
控
除

の
対
象
と
な
る
寄
付
金
に
特
定

非
営
利
活
動
法
人
「
十
人
十

色
」
に
対
す
る
寄
付
金
を
加
え

る
。

　7月5日から8日にかけて、日南町内でも多いところで400ミリを超す豪雨に
みまわれ、道路や農業用施設などにたくさんの被害がでました。
　激甚災害の指定を受けて、早期の復旧に向けて補正予算を可決しました。

　

日
南
町
議
会
の
９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
28
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
一
般
質
問
に
は

４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
の
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
の
制
定
と
一
部
改
正
、
補
正
予
算
、
平
成
29
年
度
の
決
算
認
定
な
ど
全
議
案

が
原
案
通
り
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
の
状
況
に
つ
い
て
は
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
の
審
査
報
告
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
鳥
取
銀
行
に
対
し
生
山
支
店
移
転
の
見
直
し
を
求
め
る
要
望
書
を
議
決
し
提
出
し
ま
し
た
。

改修された研修棟トイレ 授業で活用する研修棟（新山）

１５７万円１５７万円

亀山大橋JR施設点検委託料の増額亀山大橋JR施設点検委託料の増額

１３０万円１３０万円

町営住宅設備等修繕費町営住宅設備等修繕費

３００万円３００万円

簡易水道事業
認可申請書作成業務委託料

簡易水道事業
認可申請書作成業務委託料

５００万円５００万円

簡易水道事業
桜原橋・日南橋配水管架けかえ

簡易水道事業
桜原橋・日南橋配水管架けかえ

７月豪雨の災害復旧費 など補正予算を可決７月豪雨の災害復旧費 など補正予算を可決

９月定例会９月定例会
9月6日から9月28日（23日間）

問問答答 問問答答 問問 答答

９か所
4350万円
９か所
4350万円

治山事業治山事業

６１か所
１億 2920万円
６１か所

１億 2920万円

農地及び農業施設農地及び農業施設

１０か所
１億 3061万円
１０か所

１億 3061万円
２５件

１億4875万円
２５件

１億4875万円

議
決
し
た
お
も
な
も
の

も
っ
と
く
わ
し
く　

質 

疑 

応 

答

７月豪雨による災害復旧事業７月豪雨による災害復旧事業

お も な 補 正 予 算お も な 補 正 予 算

林道6路線林道6路線 道路及び河川道路及び河川

にちなん議会だより　 平成30年10月発行　No.153
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9月定例会に提案された、平成29年度の普通会計などの決算認定議案は、各会計 ごとに賛否が分かれましたが、全議案が認定可決されました。（9ページ参照）

決算認定 議案を可決平成29年度

　通常、日南町の「一般会計」で予算化しているものは、決算もその内容で整理します。
一方で、地方公共団体の決算状況をより具体的に分析するために、全国統一のルールを用いて整理す
る会計区分を「普通会計」と言い、そのルールに従って整理します。
　具体的には、平成29年度の総額は病院補助金292万8千円の繰出を除外したものになっています。

会     　計    　別

総　収　益

総　費　用

純　損　失

10億7,999万6千円

10億8,500万6千円

501万円

借金（企業債残高）

当年度純損益

6億4,666万8千円

△501万円
収益的収支

（税抜き後）

各会計の決算状況

普通会計歳出普通会計歳入

日南町病院事業決算状況（平成 30年３月３１日現在）

一般会計と普通会計の違いとは？70億9,765万円

7億1,942万2千円

3億7,900万3千円

2億5,094万2千円

10億1,678万9千円

1億2,496万2千円

9,046万8千円

122万7千円

96億8,046万3千円

66億6,336万1千円

7億1,931万9千円

3億7,884万8千円

2億4,373万円

9億6,944万1千円

1億2,496万2千円

9,046万4千円

122万7千円

91億9,135万2千円

4億3,428万9千円

10万3千円

15万5千円

721万2千円

4,734万8千円

0円

4千円

0円

4億8,911万1千円

差引残額決　    　　算
収入済額 支出済額

普 通 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

　 合 計 　

総務費
7億4,934万3千円

11.2%

議会費

%は構成比

9,542万6千円
1.4%

労働費
0円
0.00%

民生費
11億4,030万8千円

17.1%

衛生費
17億394万6千円

25.6%

農林水産業費
12億889万円
18.2%

商工費
3,740万9千円
0.6%

土木費
5億1,260万4千円
7.7%

消防費
1億4,810万8千円
2.2%

教育費
4億220万3千円
6.0%

災害復旧費
4,770万8千円
0.7%

公債費
6億1,741万6千円
9.3%

町債
6億1,148万円4千円

8.6%

21億5,586万9千円
30.4%

国庫支出金
3億2,119万4千円
4.5%

県支出金
8億1,946万7千円
11.5%

その他
2億145万2千円

2.9%
諸収入
10億8,083万2千円
15.2%

地方交付税
30億2,726万7千円

42.7%

地方譲与税等
1億6,236万9千円
2.3%

町税
4億6,159万4千円
6.5%

繰越金
4億1,199万円1千円
5.8%

歳入総額
70億9,765万円

100%

歳出総額
66億6,336万1千円

100%

依存財
源

自
主

財源
 

49億4,178万1千円  6
9.6
% 
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ば
、
一
刻
も
早
い
稼
働
が
求
め

ら
れ
る
。

４
．
会
計
事
務
処
理
の
徹
底
に

　
　

つ
い
て

　

平
成
29
年
度
も
浄
化
槽
の
法

定
検
査
料
、
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
設
備
修
繕
料
、
林
道
管

理
委
託
料
な
ど
の
単
純
な
支
払

遅
延
、
農
業
後
継
者
育
成
対
策

事
業
に
お
い
て
は
振
込
処
理
の

遅
延
な
ど
が
発
生
し
、
施
工
業

者
並
び
に
町
民
の
方
々
に
多
大

な
迷
惑
を
か
け
る
と
同
時
に
、

行
政
に
対
し
て
の
信
用
失
墜
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
事
案
が
発

生
し
て
い
る
。

契
約
に
至
っ
て
な
い
。

　

安
価
な
借
地
料
を
経
て
最
終

的
に
は
宅
地
が
取
得
で
き
る
こ

と
な
ど
、
非
常
に
有
利
な
助
成

事
業
で
あ
る
が
、
そ
の
魅
力
が

町
民
や
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者

に
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

東
京
や
大
阪
で
の
移
住
相
談

会
な
ど
で
の
情
報
発
信
を
心
が

け
、
早
期
に
住
宅
が
建
設
さ
れ

て
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
す
る
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。　

３
．
新
石
見
小
水
力
発
電
所
に

　
　

つ
い
て

　

平
成
28
年
１
月
に
大
雪
に
よ

り
水
が
溢
れ
出
し
水
路
が
損
壊
、

そ
の
災
害
復
旧
工
事
や
水
路
更

新
に
２
年
も
時
間
を
費
や
し
稼

働
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
売

電
収
入
が
年
間
2
3
，0
0
0

千
円
見
込
ま
れ
、
本
体
工
事
費

が
2
6
0
，0
0
0
千
円
と
復

旧
工
事
に
1
0
4
，0
0
0
千
円

と
い
う
大
き
な
投
資
を
考
え
れ

１
．
未
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の

未
収
金
の
総
額
は
4
8
，0
0
6

千
円
と
な
り
、
今
年
度
の
不
納

欠
損
処
分
額
な
ど
を
計
算
に
入

れ
る
と
、
実
質
的
に
は
未
収
金

が
2
，0
7
3
千
円
増
加
し
て

い
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
前

年
度
に
は
な
か
っ
た
水
道
施
設

負
担
金
と
下
水
道
分
担
金
に
新

た
な
未
収
金
の
発
生
も
見
ら
れ

る
。

「
催
告
強
化
月
間
」
を
設
定
し
、

集
中
的
に
滞
納
整
理
を
行
う
手

法
や
、
徴
収
困
難
案
件
に
つ
い

て
は
弁
護
士
な
ど
外
部
の
専
門

家
の
活
用
な
ど
も
検
討
さ
れ
、

未
収
金
の
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

２
．
生
山
定
住
促
進
団
地
に

　
　

つ
い
て

　

８
区
画
の
生
山
定
住
促
進
団

地
は
、
４
区
画
の
契
約
者
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
が
新
築
さ

れ
て
い
る
が
、
４
区
画
は
未
だ

　

再
発
防
止
策
を
講
じ
る
よ
う

求
め
る
。

５
．
繰
越
明
許
費
の
扱
い
に

　
　

つ
い
て

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
及

び
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
に
お
い
て
、
平
成
２
８
年
度

繰
越
明
許
さ
れ
た
公
営
企
業
会

計
シ
ス
テ
ム
整
備
委
託
料
（
各

会
計
5
，0
0
0
千
円
）
が
、

こ
の
度
の
決
算
に
お
い
て
全
額

が
不
用
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

繰
越
明
許
費
は
例
外
的
に
許

さ
れ
た
支
出
で
あ
る
こ
と
、
次

年
度
に
必
ず
執
行
す
べ
き
予
算

で
あ
る
こ
と
を
今
一
度
確
認
さ

れ
た
い
。

エ
ナ
ジ
ー
に
ち
な
ん
の
研
修
生

の
労
務
管
理
や
就
業
規
則
が
遵

守
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
要
因

の
一
つ
と
考
え
る
。
再
発
防
止

の
た
め
指
導
を
徹
底
せ
よ
。

６
．
山
村
振
興
一
般
対
策
事
務

（
指
定
管
理
者
の
事
業
報
告

書
未
提
出
）

　
　
徹
底
し
た
指
導
監
督
を

　

指
定
管
理
者
２
社
か
ら
条
例

に
定
め
ら
れ
て
い
る
事
業
報
告

書
の
提
出
が
期
限
ま
で
に
さ
れ

て
お
ら
ず
、
特
に
ア
イ
ビ
レ
ッ

ジ
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
未
だ

に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

条
例
に
則
し
た
運
用
と
指
導

監
督
を
せ
よ
。

７
．
町
有
林
事
業

　
　
長
期
的
な
経
営
計
画
を

　

町
有
林
に
お
い
て
収
益
性
の

原
則
（
収
益
性
の
追
求
）
や
保

続
性
の
原
則
（
恒
久
的
に
毎
年

連
続
し
て
収
入
を
得
る
事
の
出

４
．
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
設
置
に
か
か
る
改
修
事
業

　
　

打
ち
合
わ
せ
を
十
分
に

　

平
成
29
年
４
月
に
設
計
監
理

業
務
を
発
注
し
た
が
、
５
月
に

運
営
予
定
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら

運
営
困
難
の
申
し
出
に
よ
り
改

修
工
事
は
中
止
と
な
っ
た
。　

予
算
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、

事
業
者
の
事
業
計
画
を
精
査
し

た
う
え
で
事
業
を
進
め
よ
。

５
．
農
業
後
継
者
育
成
対
策
事

業（
一
般
財
団
法
人
エ
ナ
ジ
ー

に
ち
な
ん
へ
の
委
託
事
業
）

　
　
適
切
な
指
導
を

　

研
修
内
容
を
充
実
す
る
と
さ

れ
て
い
た
が
、
十
分
な
成
果
に

繋
が
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
エ
ナ
ジ
ー
に
ち
な
ん

へ
の
委
託
料
が
支
出
し
た
経
費

を
上
回
っ
て
い
る
。
経
理
に
つ

い
て
適
切
に
指
導
せ
よ
。

　

本
年
３
月
に
農
業
研
修
生
の

重
大
な
交
通
事
故
が
発
生
し
た
。

１
．
主
要
施
策
の
成
果
及
び
財

産
に
関
す
る
調
書

　
　
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く

　

例
年
に
比
べ
詳
細
に
記
載
さ

れ
工
夫
さ
れ
て
い
る
が
、
更
な

る
充
実
を
求
め
る
。

２
．
文
書
管
理
事
務

　
　
事
務
の
効
率
化
を

　

公
文
書
、
事
務
資
料
な
ど
の

書
類
が
、
事
務
机
の
上
や
周
辺

に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を

今
一
度
認
識
さ
れ
、
文
書
の
管

理
や
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
げ

よ
。

３
．
観
光
振
興
対
策
事
業

 

（
旧
木
下
家
活
用
事
業
）

　
　
も
っ
と
有
効
活
用
を

　

観
光
協
会
や
地
元
と
協
議
さ

れ
具
体
的
な
活
用
方
針
を
決
定

し
、
交
流
人
口
の
増
加
に
繋
が

る
よ
う
有
効
活
用
せ
よ
。

来
る
法
正
林
経
営
）
を
求
め
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
実
際
の

収
支
は
厳
し
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
分
収
造
林
の
あ
り
方
な
ど

長
期
的
な
町
有
林
全
体
の
経
営

計
画
を
再
検
討
せ
よ
。

８
．
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計

　
　
適
正
な
使
用
料
の
検
討
を

　

両
特
別
会
計
と
も
一
定
の

ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
を
し
て
い
る
が
、

今
後
も
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

建
設
改
良
費
や
管
理
経
費
の
増

加
な
ど
収
支
が
厳
し
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
し
な
が
ら
も
特
別
会
計
の
趣

旨
を
踏
ま
え
て
、
適
正
な
使
用

料
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
。

日南町の借金・貯金はどれだけある？
平成29年度末の日南町の借金は、80億3,655万円ありま
す。（一般会計、特別会計の合計額。ただし、病院事業会計は除く）
貯金（基金）は、66億4,696万円あります。町民１人あたり
で計算すると、借金は1,710,996円で、貯金は1,415,150円
となります。
（人口は平成30年3月31日現在4,697人） 

借金（地方債残高）
単位：億円 貯金（基金）
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平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

決
算
審
査
意
見

決
算
審
査
意
見

平
成
29
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
監
査
委
員
意
見（
要
旨
）は
、

次
の
と
お
り
で
す
。代

表
監
査
委
員
　
藤 

森  

高 

善

監 

査 

委 

員
　
近 

藤  

仁 

志

平成２9年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

未収金及び不納欠損の状況 (単位：千円)

※督促手数料は除く

14,225
139
561
2,416
4,647
37

10,888
646

33,559
10,233
3,097
1,928
1,735
565

△ 137
17,421
8,080
59,060

14,825
136
43
0

4,807
18

10,768
542

31,139
10,478
2,896
2,206
865
565

△ 143
16,867
7,893
55,899

985
0

513
0
0
0
0
0

1,498
321
0
0

812
0
0

1,133
0

2,631

 町税（町民・固定・軽自） 
社会福祉費負担金 
児童福祉費負担金(保育料） 
総務管理費使用料 
住宅使用料 
定住促進施設使用料 
住宅新築資金等貸付金 
雑入 
　　　　　合計 
国民健康保険税 
水道料金・負担金 
下水道料金・分担金 
介護保険料 
介護サービス（自己負担・施設使用料） 
後期高齢者医療保険料 
　　　　　合計
  

項  目
H29年度
不納欠損額

H29年度
未収金額

H28年度
未収金額

一
般
会
計

特
別
会
計

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
の
審
査
を
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

（
議
員
全
員
で
構
成
、
委
員
長
・
山
本
芳
昭
、
副
委
員
長
・
坪
倉
勝
幸
）

　

9
月
10
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
決
算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し
て
認
定

す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

　日南町の財政は黒字経営であり、将来負担額に対して充当可能財源が上回っているため、借入金の返済も将来財政を圧迫する可能性は低い
ということになります。         
　今年度病院事業経営安定確保の為、地域医療総合確保基金を新設。繰越利益剰余金の約50％ 8億円を積み立てました。         
         

比率名 比率の内容
一般会計の赤字の程度を指標化し、財源の規模と比較して指標化     
全ての会計の赤字や黒字を合算し、財源の規模と比較して指標化     
借入金の返済額を指標化し、標準財政規模と比較指標化（25％以下）     
借入金残高や将来支払うべき負担等を指標化した、財政の圧迫度     
公営企業の資金不足と、料金収入と比較して指標化     

実 質 赤 字 比 率  
連結実質赤字比率 
実質公債費比率 
将 来 負 担 比 率  
資 金 不 足 比 率  

判定

黒字で良好 
 
8.6％で良好 
マイナスで良好 
資金不足なし 

病院事業会計(患者負担金）
総合計

にちなん議会だより　 平成30年10月発行　No.153
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平成30年度補正予算 平成29年度決算認定

一般会計※【賛否の分かれたもの】

国民健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計※【賛否の分かれたもの】

介護サービス事業特別会計※【賛否の分かれたもの】

後期高齢者医療特別会計※【賛否の分かれたもの】　

再生可能エネルギー発電事業特別会計

病院事業会計

一般会計補正予算（第6号）

国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）

介護保険特別会計補正予算（第2号）

一般会計補正予算（第7号）

発　　　　　　　 議
鳥取銀行生山支店移転の見直しを求める要望書
提出について

条　例　の　制　定
日南町立林業アカデミーの設置及び管理に関する
条例の制定

条 例 の 一 部 改 正

日南町税条例

賛成　坪倉勝幸議員
　29年度に於いて全体的に計画をした予算
で円滑に執行されている。同和対策は、旧
地域改善対策特別措置法で財政支援が行わ
れ、菅ヶ谷ブロイラーも、当時の法律に基
づき執行。部落差別を始めあらゆる人権に
対し対策を取る事は当然である。

反対　久代安敏議員
　約60億円の基金全体の使い方をもっと町
民の福祉のために使って行く事を本気で考
えるべきである。同和地区は法的な根拠は
ない。人権問題や菅ヶ谷ブロイラー問題を
きちっと整理され改めて、基本的人権を議
論すべきである。

賛成　荒木博議員
　第6期介護保険事業計画に基づき施行され、
保険料も県内で低い水準である。法改正で
特養の入居者規制があるが、安定して持続
するために必要な法改正である。介護予防
の推進や日常生活支援・健康増進に努めら
れている。

反対　久代安敏議員
　介護保険制度あって介護なしと言う事が
現実の問題となっている。介護保険の見直
しの度に保険料が上がっている。総合支援
事業の中で、ホームヘルプサービスの要望
が高いが、昨年は目標が達成されていな
かった。

賛成　足羽覚議員
　福祉会の29年度の決算が約750万円の赤字
になるため、起債償還の負担を28年度同様
免除された。また、全員協議会で特別地域
加算の介護報酬など介護保険制度の見直し
を国に提出するなど更なる検討も進めてい
る。

反対　久代安敏議員
　3年連続起債償還を繰り延べしている。福
祉会に建設費の1/3を負担させる自体が問題
ではないか。福祉会の福利厚生とか賃金等
の待遇改善やその他もろもろの施策を実行
して貰うためにも負担金の見直しをすべき
である。

賛成　大西保議員
　平成20年度から保険制度が大きく変わっ
た。後期高齢者の言葉を良い方面に取るべ
き。日南町は検診や高齢者向けの健康増進
など色々な取り組みをされており、評価し
ている。

反対　久代安敏議員
　日本だけが後期高齢者を区別した保険制
度を作った。後期高齢者の増加により、将
来保険料の値上げや検診の内容に問題があ
る。年齢によって保険証を区別する制度は
廃止するべき。

 件　　　　　名

一般会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

－

－

－

－

認定

認定

認定

認定

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

－

－

結果

村
上
　
正
広

福
田
　
　
稔

古
都
　
勝
人

足
羽
　
　
覚

大
西
　
　
保

久
代
　
安
敏

惠
比
奈
礼
子

近
藤
　
仁
志

荒
木
　
　
博

坪
倉
　
勝
幸

山
本
　
芳
昭

（
欠
　
員
）

平成29年度決算認定の賛否内訳

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。

一般会計一般会計

介護保険特別会計介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計後期高齢者医療特別会計

平成29年度　決算認定
○可決・認定した議案

9月定例会審議結果
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障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
設
置
の
改
修
事
業

  問　

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
設
置
に
あ
た
り
、
た
ん
ぽ
ぽ

の
家
の
活
用
を
中
止
し
た
経
過

説
明
を
。

答　

29
年
4
月
に
設
計
発
注
し
、

7
月
が
工
期
。
5
月
下
旬
に

N
P
O
法
人
が
安
定
的
な
運
営

の
為
に
合
併
を
し
た
い
と
申
し

出
が
あ
り
。
設
計
は
完
了
し
た

が
監
理
は
中
止
に
し
た
。

も
っ
と
く
わ
し
く　

質 

疑 

応 

答

問　

下
準
備
の
打
ち
合
わ
せ
が

出
来
て
い
た
か
。

答　

29
年
度
予
算
編
成
の
時
か

ら
協
議
を
重
ね
て
い
た
が
、
詰

め
が
十
分
で
な
か
っ
た
。

問　

無
駄
に
な
っ
た
1
0
2
万

円
の
設
計
料
の
責
任
は
ど
こ
か
。

答　

協
議
を
尽
く
し
て
い
た
が
、

結
果
、
十
分
把
握
出
来
て
い
な

か
っ
た
。
事
業
者
の
責
任
で
な

く
担
当
課
の
責
任
。

問　

利
活
用
も
な
く
責
任
も
取

ら
な
い
。
行
政
の
責
任
は
。

答　

協
議
を
し
た
い
。

観
光
振
興
対
策
事
業

  

旧
木
下
家
を
ど
う
活
か
す
か

問　

古
民
家
を
中
心
と
し
た
ツ

ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
外
国

人
の
農
泊
等
の
成
果
が
あ
る
か
。

答　

観
光
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
は
、

ホ
タ
ル
、
農
泊
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま

た
、
外
国
人
も
2
回
稲
刈
り
な

ど
の
農
業
体
験
を
し
て
い
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
オ
、
ホ
タ
ル
、
化

石
、
星
空
な
ど
進
ん
で
い
る
。

問　

旧
木
下
家
を
農
泊
と
し
て

使
う
か
。
今
後
の
活
用
方
針
は
。

答　

町
と
観
光
協
会
で
模
索
中
。

民
泊
も
検
討
中
。
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
も
5
回
行
っ
た
が
、
今
年
度

中
に
方
針
を
出
す
。

問　

ハ
ー
ド
面
よ
り
ソ
フ
ト
面

（
誰
が
何
を
す
る
の
か
）
や
家

財
家
具
等
の
動
産
管
理
も
重
要
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
収
益
か
ら
の
木

下
家
へ
の
謝
礼
と
な
る
根
拠
は
。

答　

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
1
6
0

万
円
を
超
え
る
収
入
が
あ
り
、

古
物
商
と
相
談
し
て
謝
礼
の
金

額
を
決
め
た
。

問　

あ
ん
ど
ん
を
2
0
0
万
か

け
て
何
個
作
ら
れ
販
売
し
た
か
。

農
泊
は
、
地
域
の
協
力
体
制
や

準
備
が
大
変
だ
が
、
阿
毘
緑
の

む
ら
協
等
に
地
元
食
材
確
保
の

話
し
合
い
が
出
来
て
い
る
か
。

答　

地
域
へ
の
説
明
が
出
来
て

い
な
い
。
農
泊
は
今
年
度
方
針

を
出
す
。
あ
ん
ど
ん
は
農
林
課

と
の
連
携
で
ユ
ル
キ
ャ
ラ
等
を

含
め
作
っ
た
。
29
年
度
に
展
示

販
売
を
し
た
。

問　

観
光
協
会
の
職
員
は
全
員

町
外
な
の
で
、
役
場
が
し
っ
か

り
地
域
と
つ
な
ぐ
べ
き
。

答　

職
員
の
能
力
が
発
揮
出
来

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
行
き
た

い
。

町
造
林
事
業

　

利
益
が
で
な
い

問　

皆
伐
し
て
再
造
林
す
る
が
、

補
助
金
の
範
囲
内
で
管
理
で
き

る
か
。

答　

国
の
補
助
金
の
上
限
は
８

割
な
の
で
、
範
囲
内
で
は
で
き

な
い
。

問　

再
造
林
は
当
分
赤
字
か
。

答　

町
有
林
は
赤
字
。
J
ク
レ

ジ
ッ
ト
を
充
当
す
る
。
ま
た
、

基
金
を
作
り
有
効
に
充
当
す
る

な
ど
再
造
林
の
方
向
性
を
検
討

す
る
。

問　

施
業
者
の
皆
伐
単
価
の
交

渉
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

県
内
単
価
を
参
考
に
し
て
、

設
計
を
し
て
入
札
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
森
林
組
合
が
下
刈

り
助
成
を
行
う
。

問　

町
有
林
事
業
の
収
益
率
が

悪
い
。
町
財
政
の
為
に
必
要
か
。

答　

年
間
10 

ha
の
皆
伐
を
行
っ

て
い
る
。
町
有
林
の
総
合
的
な

計
画
を
立
て
な
が
ら
継
続
す
る
。

問　

分
収
造
林
の
分
収
割
合
の

協
議
は
さ
れ
た
か
。

答　

新
規
分
は
経
営
審
議
会
に

か
け
8
対
2
と
し
て
い
る
。

問　

分
収
造
林
は
や
め
る
べ
き

で
は
。
大
草
山
の
林
道
の
直
し

は
し
て
あ
る
か
。

答　

返
し
て
も
所
有
権
者
で
管

理
が
出
来
な
い
た
め
、
継
続
し

て
分
収
契
約
し
て
い
る
。
林
道

は
7
月
に
手
直
し
を
し
て
い
る
。

問　

皆
伐
を
し
た
時
は
分
収
造

林
を
や
め
る
べ
き
で
は
。

答　

民
間
の
分
収
造
林
は
今
後

大
き
い
問
題
と
な
る
。
新
法
律

で
は
、
管
理
さ
れ
な
い
森
林
は

町
が
管
理
し
ろ
と
あ
る
。
今
後

分
収
林
の
在
り
方
も
議
論
す
る
。

簡
易
水
道
統
合
整
備

　

今
後
の
使
用
料

問　

今
後
施
設
統
合
が
可
能
な

地
域
は
ど
こ
か
。
使
用
料
の
見

直
し
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

現
在
は
日
野
上
、
生
山
の

統
合
を
進
め
て
い
る
。
井
戸
の

能
力
低
下
も
あ
り
、
隣
接
し
た

施
設
と
連
絡
し
機
能
強
化
を
図

る
。
た
と
え
ば
福
栄
の
白
谷
・

高
代
間
、
石
見
の
神
戸
上
・
上

石
見
・
中
石
見
・
下
石
見
間
を

繋
げ
ば
評
価
に
な
る
。

　

使
用
料
は
町
長
が
在
任
中
は

上
げ
な
い
方
針
。
来
年
消
費
税

ア
ッ
プ
と
公
会
計
に
よ
り
、
収

支
計
算
が
明
確
と
な
る
の
で
検

討
す
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
事
業

　

5
年
継
続
者
に
支
援
を

問　

煙
火
保
安
講
習
会
の
手
帳

更
新
で
町
職
員
は
全
額
助
成
か
。

答　

町
職
員
に
つ
い
て
は
、
新

規
及
び
更
新
は
全
額
公
費
負
担
。

問　

29
年
度
は
新
規
が
6
人
、

更
新
が
76
人
で
、
5
年
経
つ
と

継
続
で
も
新
規
扱
い
に
な
る
。

助
成
制
度
と
し
て
確
立
し
、
支

援
す
べ
き
で
は
。

答　

議
論
は
し
て
い
る
。
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
。

問　

感
覚
的
に
、
有
害
鳥
獣
の

個
体
が
減
っ
て
い
な
い
。
捕
獲

意
志
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
が
。

答　

29
年
度
の
日
野
エ
リ
ア
の

猪
の
被
害
額
は
、
1
2
0
0
万

円
。
3
8
5
頭
捕
獲
。
東
部
と

比
較
す
る
と
被
害
は
減
っ
て
い

る
。
捕
獲
に
関
し
て
は
指
導
不

足
。

利活用が待たれる「たんぽぽの家」（山上）収益の増加が求められる分収造林

歴史を感じさせる旧木下家の客間効果をあげる捕獲檻

無
駄
に
な
っ
た
設
計
費
用

答答 問問答答 問問

答答 答答 答答問問 問問

答答 問問

答答 答答問問

問問

問問 答答 問問 答答 問問

答答 問問

答答答答 問問 問問

答答 問問

答答 答答問問 問問

答答 問問

答答 答答問問 問問答答 問問
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　部活動を指導する教員

不
納
欠
損
処
理

　

逃
げ
得
は
許
さ
れ
な
い

問　

な
ぜ
不
納
欠
損
処
理
が
出

来
る
の
か
。

答　

法
律
に
基
づ
い
て
実
施
。

問　

固
定
資
産
税
の
場
合
、
何

年
し
た
ら
不
納
欠
損
出
来
る
か
。

答　

督
促
状
を
送
っ
て
も
時
効

は
止
ま
ら
な
い
。
承
認
書
を
書

け
ば
そ
こ
か
ら
、
期
限
が
来
れ

ば
時
効
に
な
る
。
ま
た
、
一
部

納
付
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
期

限
が
延
長
さ
れ
る
。

問　

小
学
校
に
通
っ
て
い
る
の

に
、
な
ぜ
保
育
料
の
不
納
欠
損

が
発
生
す
る
の
か
。
直
接
滞
納

者
に
伝
え
る
べ
き
。

答　

未
収
金
徴
収
会
議
を
年
4

回
実
施
し
て
い
る
。
催
告
の
電

話
や
、
見
か
け
た
時
に
は
配
慮

し
て
声
か
け
を
し
て
い
る
。

問　

不
納
欠
損
の
決
定
は
時
効

が
来
れ
ば
す
る
の
か
。

答　

税
は
住
民
課
、
介
護
保
険

は
福
祉
保
健
課
と
協
議
、
保
育

料
は
保
育
園
が
不
納
欠
損
を
決

め
る
な
ど
、
随
時
担
当
課
と
協

議
し
て
い
る
。

問　

徴
収
の
強
制
力
を
持
っ
た

行
為
と
不
公
平
感
の
な
い
対
応

を
。

答　

不
公
平
感
を
生
ま
な
い
た

め
に
同
一
の
対
応
が
必
要
。
不

納
欠
損
の
仕
組
み
は
、
年
限
が

来
た
ら
平
等
に
行
う
。

問　

経
過
年
数
が
来
れ
ば
時
効

に
な
る
。
町
財
政
に
支
障
が
出

る
の
で
は
。
ま
た
、
差
押
え
も

検
討
す
べ
き
。

答　

逃
げ
得
は
許
さ
れ
な
い
。

納
税
義
務
を
履
行
し
な
い
方
は
、

補
助
金
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
れ
な
い
。
今
は
差
押
え
を
す

る
状
況
で
な
い
と
判
断
す
る
。

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
助
成

   

地
域
の
不
公
平
感
解
消
を

問　

1
年
経
過
し
て
、
ど
の
よ

う
に
分
析
さ
れ
、
31
年
度
に
生

か
さ
れ
る
の
か
。

答　

29
年
度
タ
ク
シ
ー
助
成
の

利
用
を
ま
と
め
中
。
病
院
、
パ

セ
オ
な
ど
の
利
用
が
多
い
。

地
域
で
の
不
公
平
感
の
意
見
も

あ
り
、
来
年
度
に
向
け
、
交
通

対
策
協
議
会
で
検
討
す
る
。

問　

3
ヶ
月
に
一
度
会
議
を
開

催
す
る
と
聞
く
が
、
報
告
を
早

く
で
き
な
い
か
。

答　

資
料
を
出
す
。
こ
の
事
業

で
タ
ク
シ
ー
利
用
が
増
え
て
お

り
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
等

の
課
題
を
会
議
で
話
し
て
い
る
。

教
職
員
の
多
忙
感
解
消

  

人
的
配
置
で
残
業
の
軽
減
を

問　

教
職
員
の
多
忙
感
解
消
が

社
会
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

県
の
新
し
い
給
与
シ
ス
テ
ム
の

内
容
と
成
果
は
。

答　

出
退
勤
を
パ
ソ
コ
ン
で
記

録
。
併
せ
て
部
活
の
試
合
等
の

時
間
外
や
家
に
持
ち
帰
り
の
仕

事
も
記
録
に
残
す
。
残
業
80
時

間
以
上
の
職
員
も
お
ら
れ
、
実

態
が
つ
か
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問　

負
担
軽
減
の
有
効
的
な
対

策
と
し
て
、
人
的
配
置
等
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答　

中
学
校
の
部
活
動
の
時
間

外
が
多
い
実
態
が
あ
る
が
、
外

部
講
師
は
配
置
出
来
て
い
な
い
。

把
握
を
し
な
が
ら
人
的
配
置
等

は
今
後
検
討
す
る
。

問　

人
の
配
置
が
な
け
れ
ば
残

業
は
減
ら
な
い
。
残
業
80
時
間

以
上
の
人
数
と
実
態
を
ど
の
よ

う
に
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。

外
部
の
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
配
置

を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

30
年
度
よ
り
中
学
校
の
部

活
動
は
土
日
の
い
ず
れ
か
は
休

む
。
平
日
も
1
日
は
休
む
。
学

校
用
務
員
を
1
人
配
置
し
た
。

残
業
80
時
間
以
上
は
中
学
校
で

1
人
。
小
学
校
は
な
い
。
研
修

会
で
働
き
方
改
革
を
研
修
し
て

い
る
。

問　

働
き
方
改
革
は
一
方
的
で

あ
り
、
部
活
等
の
子
ど
も
の
意

見
は
ど
う
な
の
か
。
い
じ
め
関

係
で
学
校
と
家
庭
の
つ
な
ぎ
役

の
担
当
者
の
対
応
は
。

答　

子
ど
も
達
の
実
力
の
向
上

も
考
え
て
い
る
。
家
庭
教
育
推

進
員
は
現
場
で
連
携
を
図
る
。

賛成　荒木議員
　核兵器を持たない、使用しない、被爆国で
ある日本の考えである。中国、北朝鮮、ロシア
は核保有国であり、日本の安全保障を考える
と、米国の核の抑止力に頼ることが現実的で
ある。核保有国を含めてさらに議論をしていく
べきと考える。

反対　久代議員
　核兵器禁止条約は、昨年国連で採択された。
条約は５０ヵ国以上が批准すれば発効される
が、現在１５ヵ国である。一日でも早い核兵器
廃絶を唯一の被爆国である日本政府こそが
真っ先に批准、署名すべきと考える。

賛成　足羽議員
　核兵器なき世界の実現を目指す国際的な取
り組みに日本が参加しないことは、核廃絶を
願う被爆者の心情を考えると納得できない。し
かし、日本は米国の核の傘に守られている以
上、核兵器保有国の様子を見ながら慎重に対
応すべきである。

反対　坪倉議員
　日本は世界の先頭に立って、核拡散防止条
約で認められている保有国（５ヵ国）も含めて、
すべての国が等しく同時に核兵器をなくす努
力をしなければならいない。国に核兵器禁止
条約の批准を進めるように意見書の提出をす
べきである。

結果

不採択

村
上　

正
広

福
田　
　

稔

古
都　

勝
人

足
羽　
　

覚

大
西　
　

保

久
代　

安
敏

惠
比
奈
礼
子

近
藤　

仁
志

荒
木　
　

博

坪
倉　

勝
幸

山
本　

芳
昭

（
欠　

員
）

－

××××

◯◯◯

×

◯

×

－

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。

件　　名 提　出　者 審　査　意　見 本会議

陳情の審査結果

核兵器禁止条約
の日本政府の署
名と批准を求め
る意見書採択に
ついての陳情

　我国は唯一の戦争被爆国であり核兵器全廃を目指し
ているが、核兵器禁止条約は核保有国の参加がなけれ
ば実効性がなく核保有国と非保有国との対立を生みか
ねない。
　まずは、日本政府が取り組んできたＣＴＢＴ（包括的
核実験禁止条約）、ＦＭＣＴ（核兵器用核分裂性物質
生産禁止条約）を着実に進め、ＮＰＴ（核拡散防止条
約）体制を確立し核兵器のない世界の実現に努力すべ
きである。

平和行進日野郡実行委
員会

代表　福岡　正純
不採択

陳情の審査結果
提出のあった陳情は、９月定例会の本会議で審査した結果、次のとおり決定しました。

陳情審査の賛否内訳

陳情審査の討論陳情審査の討論
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大西　保議員

日本語学級へ送る辞書

　
　
　
外
国
人
材
交
流
派
遣
事
業

　
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
を

行
う
た
め
の
調
査
事
業
で
あ
る
が
、現
時

点
で
の
進
捗
状
況
は
。

　
答
　
　
増
原
町
長

　
技
能
実
習
に
よ
る
外
国
人
材
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
、町
内
事
業
所
と
商
工
会

や
受
入
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い
、そ
れ

ら
の
状
況
を
踏
ま
え
て
最
適
な
方
法
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
重
要
な
課
題
点
は
何
か

　
ど
の
よ
う
に
解
決
を
図
っ
て
い
く
の

か
。

答
　
　
町
長

　
事
業
所
が
求
め
る
人
材
と
「
技
能
実

習
」で
の
受
け
入
れ
が
乖
離
し
て
い
る
こ

と
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。　

　
今
後
、
事
業
所
に
対
し
て
は
、
受
入
希

望
・
職
種
を
把
握
す
る
こ
と
と
併
せ
て

「
外
国
人
材
を
受
け
入
れ
る
こ
と
」
へ
の

理
解
を
深
め
る
取
組
を
進
め
る
と
と
も

に
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
事
業

所
に
対
す
る
町
の
支
援
策
を
検
討
し
て
、

外
国
人
材
の
受
入
促
進
を
図
り
た
い
。

　
　
　
受
け
入
れ
の
目
標
は

　
人
員
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
い
つ
頃
な

の
か
。

答
　
　
町
長

　
当
初
は
介
護
職
で
な
く
一
般
就
労
で

４
〜
５
人
程
度
と
考
え
て
い
る
。

受
け
入
れ
時
期
は
、新
年
度
以
降
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
交
流
の
取
り
組
み
は

　
ゾ
ー
ン
モ
ド
町
と
の
交
流
の
一
環
で
、

日
本
語
辞
書
と
中
古
の
消
防
自
動
車
を

送
る
件
は
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
　
町
長

　
辞
書
は
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
呼
び
か

け
30
冊
以
上
集
ま
っ
て
い
る
。消
防
車
は
、

県
が
行
っ
て
い
る
国
際
貨
客
船
で
中
国

か
ロ
シ
ア
に
送
り
、取
り
に
来
て
も
ら
え

る
か
の
検
討
を
し
た
い
。

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

農
場
の
排
水
問
題

　
「
河
川
の
水
質
悪
化
な
ど
に
関
す
る
意

見
交
換
会
」が
、
問
題
発
生
し
た
年
か
ら

年
２
〜
３
回
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、昨
年

８
月
以
来
１
年
間
も
開
催
さ
れ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
　
町
長

　
水
質
検
査
の
数
値
も
安
定
し
て
お
り
、

協
定
書
締
結
に
も
進
展
が
な
か
っ
た
た

め
開
催
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、今
月
９

月
３
日
に
開
催
し
た
。

　
　
　
　
ト
ッ
プ
会
談
を

　
協
定
書
締
結
が
進
ん
で
い
な
い
の
で
、町

長
と
社
長
と
の
ト
ッ
プ
会
談
を
早
期
に
開

催
し
、解
決
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答
　
　
町
長

　
社
長
は
高
齢
と
病
気
を
理
由
に
来
て

い
な
い
。双
方
の
妥
協
点
を
見
出
し
て
、

打
診
を
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
報
告
会
の
開
催
は

　
鳥
取
大
学
農
学
部
に
よ
る「
日
野
川
水

系
に
お
け
る
水
質
等
調
査
報
告
会
」を
開

催
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

答
　
　
町
長

　
研
究
に
進
展
が
あ
れ
ば
、適
切
な
方
法

で
の
情
報
発
信
を
行
う
。

　
　　

　
　
浄
化
設
備
の
更
新
は

　
施
設
更
新
を
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
浄

化
設
備
関
連
の
更
新
は
さ
れ
る
の
か
。

答
　
　
町
長

　
施
設
更
新
で
は
、衛
生
管
理
の
強
化
が

図
ら
れ
、飼
育
頭
数
を
増
や
さ
な
い
こ
と

か
ら
、浄
化
施
設
の
更
新
計
画
は
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

町政のここが聞きたい

答答

島
根
原
発
へ
の
対
応
策
は

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
7
年
半
経
ち
、い

ま
だ
復
興
の
中
途
と
聞
く
。中
で
も
福
島

原
子
力
発
電
所
事
故
の
対
応
は
全
く
進

ま
ず
「
安
全
神
話
」
は
ど
こ
に
行
っ
た
の

か
。事
故
時
の
準
備
は
。　

答
　
　
増
原
町
長

　
現
在
、
島
根
原
発
2
・
3
号
機
の
再
・

新
稼
働
に
向
け
た
審
査
手
続
き
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、県
お
よ
び
30
㎞
圏
内
の

周
辺
自
治
体
は
、稼
働
の
可
否
判
断
に
は

慎
重
な
姿
勢
で
あ
り
、40
㎞
か
ら
60
㎞
に

位
置
す
る
当
町
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
動

き
を
注
視
し
て
い
る
。避
難
計
画
に
つ
い

て
は
、30
㎞
圏
外
の
自
治
体
に
関
す
る
国

の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
後
に
、具
体
的
に

定
め
て
い
く
予
定
。ま
た
、
当
町
は
島
根

県
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ・Ｐ
Ａ
Ｚ
圏
内
の
住
民
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。事

故
時
の
対
応
と
し
て
西
部
市
町
村
及
び

県
で
、
避
難
訓
練
、
緊
急
時
通
信
連
絡
訓

練
、住
民
へ
の
情
報
伝
達
訓
練
等
を
実
施

し
、県
及
び
国
と
協
力
し
て
必
要
な
助
言

を
受
け
、放
射
線
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
と
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

7
月
始
の
西
日
本
豪
雨
の

被
害
は

　
日
南
町
は
、人
命
被
害
こ
そ
な
か
っ
た

が
、
各
方
面
で
被
害
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

被
害
状
況
は
。

答
　
　
町
長

　
8
月
末
現
在
で
人
的
被
害
は
0
件
、農

地
や
林
道
を
中
心
に
災
害
復
旧
事
業

ベ
ー
ス
で
3
3
1
件
と
な
っ
て
い
る
。

国
・
県
の
災
害
復
旧
事
業
と
、町
の
単
独

災
害
復
旧
支
援
事
業
な
ど
で
復
旧
を
急

い
で
い
る
。ま

ち
づ
く
り
協
議
会
対
応

状
況

　
今
回
の
豪
雨
で
町
内
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
の
連
携
は
、ど
の
よ
う
で
あ
っ

た
か
。

答
　
　
町
長

　
避
難
所
を
各
地
域
１
箇
所
、計
7
箇
所

に
開
設
し
た
が
、雨
量
が
町
内
各
所
で
差

が
あ
り
、各
ま
ち（
む
ら
）づ
く
り
協
議
会

で
も
対
応
状
況
に
は
差
が
あ
っ
た
。

支
え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
支
え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
の

効
果
は
充
分
で
あ
っ
た
か
。

答
　
　
町
長

　
「
災
害
時
に
地
域
で
ど
の
よ
う
な
体
制

や
役
割
分
担
で
対
応
す
る
の
か
な
ど
、活

用
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
充
分
で
な

か
っ
た
」な
ど
の
反
省
を
改
善
し
今
後
の

地
域
防
災
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

多
額
の
支
援
を
行
っ
た
観

光
事
業
は

　

観
光
事
業
や
観
光
協
会
で
、計
画
さ
れ

た
事
業
の
進
捗
は
ど
う
か
。

答
　
　
町
長

　
観
光
振
興
対
策
事
業
の
進
捗
は
、町
の

観
光
事
業
が
約
７
割
、観
光
協
会
へ
の
委

託
事
業
が
約
6
割
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

今
後
も
計
画
的
な
実
行
に
努
め
る
。

今
年
の
目
玉
行
事
の
取
り

組
み

　
木
下
家
関
連
事
業
の｢

盆｣

の
状
況
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

答
　
　
町
長

　
「
盆
」に
は
木
下
家
の
要
望
に
よ
り
、旧

木
下
家
を
活
用
し
た
事
業
を
行
っ
て
い

な
い
。な
お
、8
月
26
日
に「
第
5
回
に
ち

な
ん
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
in
旧
木
下
家
」を
開

催
し
た
。

準備されている防災グッズ

古都勝人議員

問問 安心に暮らせる防災体制を

各機関と連携し
　　　　　防災の町を築く

答答

町政のここが聞きたい
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減少を続ける幼児数

減
少
す
る
出
生
者
数

　
日
南
町
の
過
去
3
年
間
の
自
然
動
態

が
平
均
1
1
7
人
位
で
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、出
生
者
数
は
年
間
20
人
を
割
り
込

ん
で
い
る
。保
育
料
の
無
償
化
な
ど
少
子

化
対
策
を
進
め
て
い
る
が
、出
生
者
数
の

目
標
値
は
。

　
　
　
増
原
町
長

　
出
生
者
数
を
含
め
た
人
口
の
目
標
は

「
日
南
町
総
合
戦
略
」で
示
し
て
い
る
。厚

生
労
働
省
に
よ
る
と「
人
口
を
維
持
す
る

の
に
必
要
な
合
計
特
殊
出
生
率
」
は
、

2
・
0
7
と
さ
れ
て
い
る
。平
成
28
年
の

日
南
町
が
1
・
7
7
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
以
上
の
出
生
率
を
目
指
し
た
い
。

合
計
特
殊
出
生
率
の
復
活
は

　
以
前
の
よ
う
に
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

（
2
・
5
5
）に
復
活
出
来
な
い
か
。

　
　
　
町
長

　
平
成
28
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
1
・

7
7
は
県
内
3
番
目
に
高
い
数
値
で

あ
っ
た
が
、平
成
21
年
か
ら
25
年
の
平
均

値
2
・
5
5
を
下
回
っ
て
い
る
。出
生
率

の
回
復
に
は
、社
会
全
体
で
の
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

2
0
4
0
年
の
人
口
目
標

値
に
は
程
遠
い
の
で
は

　

平
成
29
年
度
の
転
入
者
数
64
人
は
減

少
が
著
し
い
。
3
，4
2
7
人
は
程
遠
い

目
標
値
で
は
な
い
か
。

　
　
　
町
長

　

施
政
方
針
に
示
し
た
と
お
り
、
こ
の

ま
ま
の
推
移
を
続
け
れ
ば
、
2
0
4
0

年
に
は
2
，0
8
9
人
に
な
る
見
込
み
。

あ
ら
ゆ
る
施
策
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
つ
。

増
大
す
る
空
き
家
状
況

　
空
き
家
と
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
状
況

は
。

　
　
　
町
長

　
平
成
29
年
9
月
末
現
在
の
空
き
家
状

況
は
5
0
8
件
。平
成
30
年
8
月
末
現
在

の
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
状
況
は
81
件
。

空
き
家
の
管
理
が
で
き
な

い
か

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件

で
、要
望
が
あ
れ
ば
空
き
家
の
簡
易
的
な

管
理
が
出
来
な
い
か
。

　
　
　
町
長

　
空
き
家
管
理
や
解
体
工
事
な
ど
を
行

う
町
内
業
者
を
活
用
い
た
だ
く
よ
う
啓

発
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、
地
域
で
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

高
齢
者
世
帯
の
増
加

　
現
在
町
内
で
、高
齢
者
単
身
世
帯
及
び
、

高
齢
者
夫
婦
世
帯
が
ど
の
程
度
あ
る
か
。

ま
た
、後
継
者
づ
く
り
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　
　
町
長

　
平
成
30
年
8
月
末
現
在
で
の
独
居
高

齢
者
世
帯
は
5
7
1
世
帯
、高
齢
者
の
み

の
世
帯
は
4
1
1
世
帯
。後
継
者
づ
く
り

に
つ
い
て
、地
域
自
治
組
織
の
次
世
代
を

担
う
若
者
の
参
加
を
促
し
て
い
る
。

関
係
人
口
・
共
生
社
会
の

重
要
性

　
地
域
や
地
域
の
人
々
と
関
わ
る「
関
係

人
口
」の
増
加
や
住
民
一
人
ひ
と
り
が
支

え
合
う「
共
生
社
会
」は
、超
高
齢
化
社
会

の
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
と
感
じ
る
が
。

　
　
　
町
長

　
あ
ら
ゆ
る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、「
定
住
人
口
」、「
交
流
人
口
」、「
関
係

人
口
」そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
ど
な
た
に
も
陽
が
あ
た
り
安
心
し
て
日

南
町
に
住
ん
で
い
た
だ
く
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
い
く
。

町政のここが聞きたい

　

豪
雨
災
害
の
復
旧
は

　
７
月
５
日
〜
７
日
の
西
日
本
豪
雨
災

害
に
よ
り
、
日
南
町
も
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
ら
た

め
て
被
害
の
全
容
と
復
旧
の
見
通
し
に

つ
い
て
報
告
を
求
め
る
。

　
　
　
　
増
原
町
長

　
災
害
救
助
法
の
適
用
７
月
６
日
、
激

甚
災
害
の
指
定
７
月
27
日
、
７
月
豪
雨

に
よ
る
被
害
通
報　
３
３
１
件

災
害
申
請　
　
　
　
１
１
３
件

被
害
額　
　
　
　
　
６
５
７
百
万
円

　
（
県
関
係 

１
６
件 

２
８
６
百
万
円
）

　
（
町
関
係 

９
７
件 

３
７
１
百
万
円
）

　
国
の
災
害
査
定 

９
月
18
日
〜
10
月
５

日
。
補
助
金
申
請
手
続
き
等
を
行
っ
て

順
次
復
旧
工
事
に
着
手
し
、
繰
越
承
認

を
得
な
が
ら
来
年
度
早
期
に
復
旧
を
計

る
予
定
。災

害
弱
者
の
見
回
り
は

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
声
掛
け
が

大
事
だ
と
感
じ
た
が
、町
の
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
生
か
さ
れ
た
か
。

　
　
　
町
長

　
今
回
の
豪
雨
対
応
も
基
本
的
に
は
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
行
っ
た
。
普

段
か
ら
要
支
援
者
名
簿
を
管
理
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
安
否
情
報
の

確
認
に
努
め
た
。

公
共
施
設
の
熱
中
症
対
策
は

　
連
日
「
熱
中
症
警
報
」
が
発
令
さ
れ

た
が
、
町
内
の
公
共
施
設
の
エ
ア
コ
ン

な
ど
の
空
調
設
備
の
整
備
率
は
。

　
　
　
町
長

　
公
共
施
設
の
空
調
整
備
は
、
台
数
の

違
い
等
は
あ
る
が
い
ず
れ
も
整
備
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
障
害
者
の
雇
用
実
態
は

　
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
も
と
に
定
め

ら
れ
て
い
る
法
定
雇
用
率
は
企
業
で

2.0
％
か
ら
2.2
％
、
国
・
自
治
体
で
2.3
％

か
ら
2.5
％
に
、
平
成
30
年
4
月
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
日
南
町
役
場
と
民
間
企
業
の
雇
用
実

態
は
。

　
　
　
町
長

　
役
場
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
に
お
い

て
、
平
成
29
年
度
調
査
へ
の
回
答
に
誤

り
が
あ
り
、
労
働
局
等
に
指
導
い
た
だ

き
な
が
ら
今
後
修
正
を
行
う
。
民
間
企

業
分
に
つ
い
て
は
、
企
業
ご
と
に
様
々

と
き
く
が
、平
均
値
と
し
て
2・43
％（
平

成
29
年
度
）
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
木
材
団
地
の
利
用
計
画
は

　
先
の
全
員
協
議
会
（
8
月
16
日
）
で

説
明
さ
れ
た
「
林
業
成
長
産
業
化
モ
デ

ル
事
業
」
の
な
か
で
、
事
業
化
を
す
す

め
る
た
め
の
用
地
買
収
と
造
成
の
提
案

が
な
さ
れ
た
が
、そ
の
後
の
進
展
状
況
は
。

　
　
　
町
長

　
現
在
、
業
者
に
事
業
計
画
書
の
提
出

を
求
め
て
い
る
。
そ
の
提
出
を
も
っ
て
、

地
元
説
明
会
を
開
催
、
そ
の
後
に
、
地

権
者
の
み
な
さ
ん
と
の
協
議
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
第
二
団
地
の
利
用
は

　
第
二
埋
め
立
て
団
地
も
含
め
て
利
用

構
想
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　
町
長

　
「
林
業
成
長
産
業
化
モ
デ
ル
事
業
」
の

一
環
と
し
て
の
第
二
団
地
へ
の
工
場
建

設
は
、
距
離
的
な
問
題
か
ら
諦
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
引
き
続
き
、
そ
の
有

効
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

避難所に整備されたエアコン

久代安敏議員

町政のここが聞きたい

足羽　覚議員

問問 出生者数の目標値は

今以上の出生率を目指したい答答

答答答答

答答答答

答答 答答 答答

問問問問問問

問問 問問

問問 問問

問問 豪雨災害の復旧見通しは

早期に復旧を計る答答

答答答答

答答

答答 答答 答答問問問問

問問問問

問問問問
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道の駅にちなん日野川の郷の運営体制について
（企画課・農林課）

　販売状況及び来客数等について報告を受けた。

　町産材を活用した耐震性の高い体育館の
施工状況を調査した。

　12月末の完成にむけて、着々
と工事が進められていた。

建築が進む日南町体育館の現地調査
（教育課）

9月25日

新石見小水力発電所復旧工事の進捗
（住民課）

10月中旬の発電再開予定の報告を受けた。

新石見小水力発電所導水路等復旧工事
（住民課）

　進捗状況について調査を行った。10月中旬の発電
再開予定の報告を受けたが、1日も早く工事を完成し
て発電開始するよう要請した。

福栄地域振興センターの建築
（企画課）

　7月10日入札。遅くても来年１月には完成予定との
報告を受けた。

日南町住宅改修助成制度
（住民課）

　本年度までの助成制度を3年間延長することを確認
した。助成内容については再度検討する。

婚姻奨励事業の進捗状況
（教育課）

　委託業者の選定等事業の進捗状況の報告を受け
た。

日南町住宅改修助成条例
（企画課）

　助成額の上限を40万円までとし、工事費は20万円
以上を対象として利用しやすい制度とするよう委員
会での決定とした。

公共交通対策
（企画課）

　来年度10月より新たなダイヤとする事、タクシー助
成については年度初めから実施したい等説明を受
け協議した。

鳥取県町村議会広報研修会
　住民に読まれる・伝わる議会広報の基本と編集に
ついて、県内各町村の広報誌の批評とアドバイスを
受けながら研修した。

日南町畜産センターの状況
（農林課）

　新しく畜産センターで事業を開始する「みらいグ
ローバルファーム鳥取事業所」が行う施設改修工事
の状況、今後のスケジュール等について説明を受けた。

かすみ荘の今後の方針
（福祉保健課）

　デイサービス業務をあかねの郷に移す方向。居住
部門とホールヘルプセンター部門については検討中
との報告を受けた。

にちなん中国山地林業アカデミー
（農林課）

　開校に向けてのカリキュラム、研修生募集等につい
て準備状況を調査。

意欲ある農業者支援事業
（農林課）

　今年度末で失効する意欲ある農業者支援条例につ
いて、来年度以降の継続について検討。

多面的機能支払交付金事業の広域組織化
（農林課）

　町内３７地域で活動されている多面的機能支払
交付金事業の活動組織を町内一本化構想について
説明を受けた。

一般財団法人日南町産業振興センター
（農林課）

　６月にエナジーにちなんからの名称変更と目的に
林業アカデミーの運営を追加したとの報告を受けた。

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

1,000,000

3,000,000

5,000,000

7,000,000

9,000,000

11,000,000

13,000,000

15,000,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

直売所における売上・客数年度比較表

H28売上 H29売上 H30売上 H28客数 H29客数 H30客数

（客数）（金額（円））

中心地域整備に関する調査特別委員会報告

総務教育常任委員会
6月20日

7月6日

9月19日

7月18日

9月19日

各常任委員会活動報告

経済福祉常任委員会

8月7日
議会広報常任委員会

にちなん議会だより　 平成30年10月発行　No.153

－18－－19－



工
事
請
負
契
約
の
締
結

■
福
栄
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
新

築
工
事

　

８
９
１
０
万
円（
消
費
税
込
）

契
約
相
手
先
（
有
）
大
生
建
設

■
日
南
町
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政

無
線
（
同
報
系
・
移
動
系
）
整

備
工
事

　
　
　
　

３
億
７
１
５
２
万
円

　
　
　
　
　
　

（
消
費
税
込
）

契
約
相
手
先

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン

（
株
）
中
国
社

お
も
な
補
正
予
算

■
賃
貸
住
宅
建
設
費
利
子
補
給

　
　
　
　
　
　

８
３
万
６
千
円

■
７
月
豪
雨
災
害
測
量
設
計
費

他
　
　
　
　
　
　

６
８
０
０
万
円

議
決
し
た
お
も
な
も
の

お
も
な
補
正
予
算

福
栄
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
敷
地

斜
面
災
害
復
旧
費

７
５
０
万
円

工
事
請
負
契
約
の
変
更

福
栄
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
新
築

工
事

４
４
９
万
８
２
０
０
円
の
増
額

契
約
相
手
先
（
有
）
大
生
建
設

議
決
し
た
お
も
な
も
の

　

（
8
月
）

１
日　

日
南
町
戦
没
者
追
悼
式

2
〜
3
日　

議
員
研
修
（
2
人

参
加
／
滋
賀
県
）

4
日　

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林

業
ア
カ
デ
ミ
ー
内
覧
会

7
日　

鳥
取
県
町
村
議
会
広
報

研
修
会
（
委
員
／
三
朝

町
）

8
日　

福
栄
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
新
築
工
事
安
全
祈

願
祭

11
日　

あ
か
ね
の
郷
夏
ま
つ
り

15
日　

日
南
町
成
人
式

16
日　

臨
時
議
会

　
　
　

全
員
協
議
会

21
日　

西
部
町
村
議
会
議
長
会

表
彰
式
・
研
修
会
（
江

府
町
）

28
日　

あ
か
ね
の
郷
施
食
法
要

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

（
9
月
）

6
日　

9
月
定
例
会
本
会
議

 

（
一
般
質
問
）

7
日　

9
月
定
例
会
本
会
議

8
日　

あ
か
り
広
場
・
に
ち
な

ん
つ
な
で
ホ
ー
ム
内
覧

会

10
日　

9
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

（
７
月
）

1
日　

鳥
取
県
消
防
協
会
消
防

ポ
ン
プ
操
法
大
会

4
日　

公
聴
会
（
議
員
報
酬
引

き
上
げ
に
つ
い
て
）

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

5
日　

自
治
協
議
会
と
の
意
見

交
換
会

6
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

10
日　

全
員
協
議
会

12
日　

西
部
町
村
議
会
議
長
会

正
・
副
議
長
、
局
長
研

修
会
（
日
南
町
）

13
日　

臨
時
議
会

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

18
日　

日
野
郡
町
議
会
議
員
研

修
会
（
日
野
町
）

　
　
　

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

19
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

28
日　

宣
揚
祭

11
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

12
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

13
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

14
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

19
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

20
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

25
日　

中
心
地
域
整
備
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

28
日　

9
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　

全
員
協
議
会

29
日　

に
ち
な
ん
・
石
見
保
育

園
親
子
運
動
会

　
　

■
5
月
18
日

鳥
取
県
智
頭
町
議
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の

効
果
と
今
後
の
課
題

■
5
月
28
日

宮
城
県
丸
森
町
議
会

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
る
効

果
と
課
題
に
つ
い
て
、
森
林
整

備
と
林
産
材
の
利
用
推
進
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

平
成  30
年

行
政
視
察
受
入
状
況

　

鳥
取
銀
行
よ
り
、
来
年
１
月

に
生
山
で
の
窓
口
業
務
を
終
了

す
る
意
向
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
日
南
町
議
会
で
は
９

月
７
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

全
会
一
致
で
要
望
書
を
可
決
し
、

生
山
支
店
へ
お
願
い
に
行
き
ま

し
た
。

鳥
取
銀
行
か
ら
の
答
え
は

　

こ
の
要
望
に
対
し
、
９
月
27

日
、
鳥
取
銀
行
の
足
立
専
務
と

生
山
支
店
の
吉
澤
支
店
長
が
村

上
議
長
、
福
田
副
議
長
と
面
談

さ
れ
、
町
内
で
の
窓
口
業
務
の

継
続
は
で
き
な
い
と
い
う
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
南
町
へ
の
渉
外
担
当
者
2

人
を
配
置
し
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
る
と
と
も
に
、
窓
口
が

な
く
な
っ
て
「
出
来
な
く
な
る

こ
と
」
を
洗
い
出
し
、
対
応
を

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

議
長
か
ら
は
、
店
舗
が
な
く
な

る
と
必
ず
不
便
に
な
る
。
し
っ

か
り
と
利
用
者
の
フ
ォ
ロ
ー
を

行
っ
て
下
さ
い
と
申
し
添
え
、

約
50
分
間
の
面
談
を
終
え
ま
し

た
。

鳥取銀行生山支店移転の見直しを求める要望書

　去る8月29日、鳥取銀行生山支店を根雨支店の店舗内に移転する店舗再整備の実施の発表が
ありましたが、「寝耳に水」であり、町民はもとより日南町議会も困惑しております。
　ご承知のとおり、日南町は高齢化率が50％を超えており、現金自動預け払い機（ATM）の
操作もままならず、窓口が廃止され機械での操作を余儀なくされることに大きな不安がありま
す。また、窓口は振込め詐欺防止の役割もあり、高齢者が安心して預貯金をするためには対面
での対応が必要であると考えます。
　銀行業界の競争や経営は厳しく、経営改善の一環として理解できる面もありますが、商工業
者をはじめとする地域経済への影響、安心安全な町民生活の維持などを考慮し、身近な地方銀
行としての社会的責任を果たしていただきたい。
　よって、日南町議会は株式会社鳥取銀行に対し、生山支店移転の決定の見直しをしていただ
き、日南町内での窓口業務の継続を強く要望します。

　平成30年9月7日
鳥取県日野郡日南町議会　　　

　　株式会社　鳥取銀行　頭取　　　　平井　耕司　様
　　株式会社　鳥取銀行　生山支店長　吉澤　賢司　様

※

議
会
に
関
す
る
視
察

　
　
　
（
2
月
14
日
以
降
）

建築が進む福栄地域振興センター

西部町村議会議長会　正・副議長・局長研修会

鳥取銀行生山支店へ要望書提出

閉鎖される鳥取銀行生山支店

平
成
30
年
7
月
13
日

第
５
回 

臨
時
会

平
成
30
年
8
月
16
日

第
６
回 

臨
時
会

議

会

活

動

報

告

鳥取銀行へ要望しました
「生山支店を移転しないでください」「生山支店を移転しないでください」
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基
調
講
演

　

日
野
郡
の
将
来
推
計
人
口
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
「
人
口

減
少
に
よ
り
、
高
齢
化
が
著
し

い
中
山
間
地
域
で
は
、
集
落
機

能
の
維
持
、
耕
地
や
山
林
の
管

理
が
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
。
」

鳥
取
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
若

者
の
移
住
定
住
や
結
婚
か
ら
子

育
て
環
境
の
整
備
な
ど
の
施
策

に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　今回は、個々に意見を出し合うだけにとどまりましたが、同じ悩みを持つ町が互いに触発されて、
解決策を見出すことができればと思います。

　日南町でも旧木下家をはじめとする古民家や歴史的資源があります。有効な活用方法について、まち
づくりに繋がるよう考えて行かねばなりません。

　日野郡３町の連携を深め日野郡の活性化促進に努めることを目的に、日野町役場にて日野
郡町議会議員研修会が7月18日に開催されました。
　越智浩明日野振興センター所長の基調講演の後、５つのグループに分かれて日野郡の少子
化対策について議論を交わしました。

　江府町山村開発センターにて西部町村議会議員研修会が 8月 21 日に開催されました。
　一般社団法人ノオト代表理事　金野幸雄氏の講演を聴き、兵庫県篠山市丸山集落での、古
民家を活用したまちづくりの成功事例を学びました。

　日南町の将来を担う中学生に議員として出席してもらい、中学生の視点からの提案などをいただ
きます。
　議会の様子は、ちゃんねる日南で生放送と録画放送を行います。是非、ご覧ください。

　
グ
ル
ー
プ
討
議

　
で
の
お
も
な
意
見

孫
タ
ー
ン
を

　

現
実
的
に
Ｕ
タ
ー
ン
は
難
し

い
の
で
、
孫
タ
ー
ン
に
取
り
組

ん
だ
ら
。
大
学
卒
業
後
に
地
元

に
帰
る
よ
う
な
対
策
を
。

働
く
場
所
づ
く
り

・
仕
事
の
選
択
肢
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
。

・
島
根
県
邑
南
町
で
は
、
女
性

が
好
む
仕
事
を
増
や
す
こ
と
で

女
性
が
増
え
て
い
る
。

婚
活
事
業

・
親
は
前
向
き
だ
が
、
本
人
は
消

極
的
。
職
場
内
、
青
年
団
の
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
自
然
な
形
で
の
出

会
い
の
場
を
作
る
こ
と
が
必
要
。

　

江
府
町
で
は
地
域
お
こ
し
協
力

隊
同
士
の
結
婚
で
定
住
の
成
果
が

出
て
い
る
。

現
在
の
町
民
が
楽
し
く
過
ご

せ
る
環
境
を

・
今
住
ん
で
い
る
人
が
楽
し
く
過

ご
せ
る
環
境
が
作
り
出
せ
れ
ば
、

楽
し
い
町
が
で
き
人
が
集
ま
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。

受
け
入
れ
る
側
の
意
識

・
よ
そ
者
を
受
け
い
れ
る
気
持
ち
を
持
つ
。

・
Ⅰ
タ
ー
ン
で
来
ら
れ
た
方
が
地
域
で
苦

労
し
て
お
ら
れ
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
良
く
す
る
た
め
に
、
で
き
る
限

り
の
こ
と
を
や
る
べ
き
。

・
地
元
に
残
る
人
を
も
っ
と
大
事
に
す
る
。

・
地
域
の
魅
力
を
見
出
し
て
価
値
観
を
共

有
す
る
。

・
田
舎
暮
ら
し
の
情
報
を
ど
う
伝
え
て
い

く
か
。
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
を
。

教
育
委
員
会
の
あ
り
方

・
少
子
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、

三
町
で
教
育
委
員
会
の
一
本
化
を

し
て
は
。

合
併
を
し
な
く
て
も
広
域
連
合
的
な

考
え
方
を
進
め
る
べ
き
。

子
育
て
し
や
す
い
町

・
子
育
て
支
援
を
充
実
し
て
い
く
べ
き
。

・
子
ど
も
の
遊
び
場
を
。

・
子
育
て
世
代
が
求
め
て
い
る
も
の
は 

　

何
か
、
一
緒
に
検
討
す
る
。

・
教
育
費
が
大
変
な
の
で
対
策
を
。

住
宅
整
備

・
島
根
県
海
士
町
の
例
を
見
る
と
、
若
い

人
に
来
て
も
ら
う
に
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で

は
な
く
新
築
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

一
定
期
間
を
過
ぎ
る
と
自
分
の
も
の
に
な

る
と
い
う
制
度
も
必
要
。

＊
日
本
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ

う
な
「
歴
史
地
区
」
を
創
る
。

＊
空
き
家
を
宿
泊
施
設
、
地
場

レ
ス
ト
ラ
ン
、
ク
ラ
フ
ト
工

房
等
に
活
用
。

＊
内
発
型
産
業
（
修
復
、
食
文

化
、
工
芸
、
観
光
、
I
T

等
）
を
創
造
。

＊
若
者
の
地
方
回
帰
を
実
現
。

＊
歴
史
地
区
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
。

＊
農
山
漁
村
の
空
間
と
暮
ら
し

を
体
験
す
る
広
域
観
光
圏
を

形
成
。

＊
豊
か
な
国
土
空
間
を
創
造
。

　

以
上
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
限

界
集
落
の
空
き
家
を
無
償
で
借

り
受
け
て
宿
泊
施
設
に
改
装
し
、

営
業
を
開
始
し
た
。
１
棟
１
組

貸
し
切
り
で
高
額
な
利
用
料
に

な
っ
て
い
る
が
、
利
用
客
は
多

く
採
算
が
取
れ
て
い
る
。
地
元

の
雇
用
も
生
ま
れ
、
宿
泊
体
験

し
て
定
住
に
繋
が
っ
た
例
も
あ

り
、
集
落
の
人
口
が
増
え
た
り

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
も
な
っ

て
い
る
。

日　時：平成３０年１１月１４日（水）午後１時から
会　場：日南町役場庁舎　議場
出席者：日南中学校２年生、３年生、町執行部、議員

『日野郡の少子化対策について』『日野郡の少子化対策について』

日野郡町議会議員研修会　－7月18日－

『歴史的資源を活用した観光まちづくり』『歴史的資源を活用した観光まちづくり』

中学生議会を開催します中学生議会を開催します

西部町村議会議員研修会　－8月21日－

若松鉱山

たたらの楽校 解脱寺 旧木下家
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日
南
町
に
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

　

農
業
研
修
生
一
期
生
と
し
て
日
南
に

来
て
十
年
目
に
な
る
け
ど
、
そ
の
前
二

年
間
は
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
と
言
う

制
度
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
り
、
農

作
業
の
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
に
帰
り
仕
事
探
し
を
し
て
い
た

ら
、「
研
修
生
募
集
」
の
広
告
を
リ
ク
ナ

ビ
ネ
ク
ス
ト
の
サ
イ
ト
で
発
見
。
時
間

も
作
業
も
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
で
き

る
農
業
に
は
関
心
を
持
っ
て
い
た
し
、

体
力
に
は
自
信
も
あ
っ
た
。
何
よ
り
独

立
就
農
の
独
立
と
言
う
言
葉
に
心
が
大

き
く
動
か
さ
れ
、
試
験
を
受
け
た
ら
受

か
っ
た
の
で
来
た
と
い
う
感
じ
。

ト
マ
ト
就
農
を
選
択
さ
れ
た
の
は

　

研
修
の
中
で
一
人
で
や
る
に
は
収
入

が
安
定
し
て
見
込
め
る
ト
マ
ト
が
い
い

か
な
と
、
ト
マ
ト
は
葉
物
栽
培
と
違
っ

て
育
て
な
が
ら
収
穫
、
世
話
を
し
な
が

ら
収
穫
と
世
話
を
し
て
る
感
が
楽
し
い
。

　

当
初
、
桃
太
郎
を
反
収
８
ｔ
取
っ
た

ら
周
り
の
農
家
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
数

字
だ
っ
た
の
で
そ
こ
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

お
蔭
で
二
年
目
に
ギ
リ
ギ
リ
８
ｔ
を

ク
リ
ア
し
、
五
年
目
か
ら
品
種
を
リ
ン

カ
に
変
更
し
て
２
〜
３
割
の
増
収
に
な

り
ま
し
た
。

　

最
近
休
み
が
欲
し
い
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
か
と
言
っ
て
丸
々
休

む
と
時
間
を
損
し
た
気
分
に
な
り
何
か

無
理
矢
理
に
で
も
し
て
し
ま
う
。

農
業
の
魅
力
を
感
じ
る
事
は

　

長
期
の
休
み
が
取
れ
る
の
は
農
業
の

魅
力
か
な
。
11
月
に
は
長
期
の
休
み
が

取
れ
る
の
で
こ
の
三
年
は
台
湾
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
海
外
旅

行
に
で
か
け
て
い
ま
す
。
一
年
に
一
回

は
海
外
に
行
か
な
い
と
損
し
た
気
分
に

さ
せ
ら
れ
る
。
今
年
は
フ
ァ
ー
ム
イ
ン

グ
の
友
達
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
行
き
の

切
符
を
手
配
済
み
で
す
。

　

英
語
は
話
せ
な
く
て
も
旅
行
は
何
と

か
で
き
る
け
ど
、
そ
れ
で
も
せ
め
て
英

単
語
位
は
と
思
い
英
語
の
勉
強
を
し
た

い
と
考
え
て
ま
す
。

研
修
生
の
先
輩
と
し
て
何
か

　

冬
の
仕
事
が
一
番
か
な
。
自
分
は
除

雪
の
仕
事
が
あ
る
け
ど
、
夏
と
冬
の
仕

事
が
あ
れ
ば
こ
こ
に
住
み
た
い
人
は
増

え
る
気
が
し
ま
す
、
研
修
中
の
人
も
そ

こ
が
一
番
不
安
で
は
。

　

研
修
中
も
給
料
を
貰
い
、
就
農
時
の

設
備
に
も
補
助
金
を
貰
い
、
そ
の
上
に

就
農
し
た
ら
百
五
十
万
円
貰
え
る
。
そ

の
分
頑
張
る
の
が
義
務
と
思
う
。

今
後
は

　

実
家
の
母
親
に
も
こ
っ
ち
に
来
な
い

か
と
言
っ
て
は
い
る
け
ど
、
七
年
前
に

一
度
来
た
だ
け
で
曖
昧
な
返
事
で
ご
ま

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
と
し
て
は
母
を
呼
び
寄
せ
、
日

南
町
で
骨
を
埋
め
る
覚
悟
で
頑
張
り
た

い
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　

惠
比
奈
礼
子

　
　
　

副
委
員
長　

足
羽　
　

覚

　
　
　

委　
　

員　

近
藤　

仁
志

　
　
　
　

 

〃　
　

  

大
西　
　

保

　
　
　
　

 

〃　
　

  

古
都　

勝
人

　
　
　
　

 

〃　
　

  

福
田　
　

稔

　

今
年
も
年
明
け
か
ら
異
常
気
象
に

よ
り
大
雪
、地
震
、台
風
、そ
し
て
連
日

の
猛
暑
が
続
き
、「
災
害
は
忘
れ
た
頃

に
や
っ
て
来
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、今
年
は「
災
害
は
休
む
間
も
な

く
や
っ
て
来
る
」に
変
更
で
す
。

　
「
秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
」と
か
、

日
の
暮
れ
る
の
が
早
く
な
り
ま
し
た
。

残
す
所
今
年
も
2
ヶ
月
余
、来
年
4

月
に
は
知
事
、県
議
会
、町
議
会
い
わ

ゆ
る
統
一
地
方
選
挙
の
年
、続
き
に
参

議
院
選
挙
と
な
り
こ
の
年
末
年
始
は

各
地
で
議
員
選
挙
の
話
題
で
賑
や
か

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
、高
齢
化
率
50
・

２
％
、交
通
対
策
、買
い
物
難
民
等
問

題
山
積
だ
と
思
い
ま
す
。議
員
本
来
の

町
民
と
膝
を
交
え
て
議
論
し
た
り
、よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
す

る
事
で
よ
り
良
い
町
に
し
て
い
け
た
ら

と
思
う
こ
の
頃
・・・で
す
。

福
田　

記

福岡県
(広川町)
福岡県
(広川町)

日南日南

おもな内容おもな内容
使い道を徹底検証（29年度決算）・・・・・
町政のここが聞きたい（４人が登壇）・・・
鳥銀生山支店存続を要望・・・・・・・・・・・・・・・
どっこい、この町に生きる・・・・・・・・・・・・・・・・・・

使い道を徹底検証（29年度決算）・・・・・
町政のここが聞きたい（４人が登壇）・・・
鳥銀生山支店存続を要望・・・・・・・・・・・・・・・
どっこい、この町に生きる・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4
14
20
24

4
14
20
24
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馬
場
　
弘
政
さ
ん
（
茶
屋
）

ひ
ろ
ま
さ

独
立
の
言
葉
に
惹
か
れ
、

　
　
　
日
南
町
で
ト
マ
ト
就
農
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インタビューシリーズ

編
集
後
記

議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。　メールアドレス／s0800@town.nichinan.lg.jp

「未来を担う青年農林業者表彰」

日南小学校5年生の米作り体験
9月28日

日南小学校5年生の米作り体験
9月28日
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